
 １１日、沼田市消防団の出初

式が沼小屋内運動場で開催さ

れ、今年１年の安全を祈願しま

した。 

 今回改正されたのは、自動車等を利用して通勤している職員の手当

です。上限が、月額２万４，５００円から３万１，６００円に引き上

げられました。 
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 １月１３日に開催された沼田市議会民生福祉委員協議会（井之川博

幸委員長）における各課の報告の中で、新年度に向けて策定が計画さ

れている各課の「事業計画」（３年から１０年計画）で市民意見の募

集（パブリックコメント）を実施することが報告されました。 

「パブリックコメント」については、市の行政改革大綱に積極的な

実施が述べられているにもかかわらず、あまり実施されてきませんで

した。井之川博幸議員は、前星野市政当時から積極的な実施を要求し、

横山新市長にも要求してきました。 

市環境課は、「第２次沼田市環境基本計画」の原案を作成、市ホー

ムページで公開し、策定するための市民意見の募集（パブリックコメ

ント）を行います。期間は、１月１５日から２月１５日まで。大いに

意見を提出しましょう。 

井之川博幸議員は、子どもたちのインフルエンザ予防 

接種に助成を求めたこと（７２９号で報告済）につづき、 

３歳以上の保育園児は昼食の主食（主にご飯）は公費負 

担されていないため、自宅からご飯を持ってくることに 

なっていることを取り上げ、冷たいご飯を食べなくては 

ならない子供たちもいることを改善するよう求めました。 

市長は、「現在３歳以上の子どもさんには、ご家庭か 

ら主食のご飯をお持ちいただいている園が公立・私立を含め８園。自

園調理により、保護者から主食代を徴収し

てご飯を提供している園が私立４園という

状況であります。保育園給食の完全公費化

を実施するには、現在、園によって対応が

異なっている給食の提供を統一していく必

要があると思われます。また、完全公費化

を行うには、国が定める保育所運営費の単

価に３歳以上の子どもさんの主食費が含ま 

れていないため、市が全額一般財源で負担することとなり、多額の財 

政負担が必要となることから、現段階での実施は困難な状況でありま 

すが、今後も研究してまいりたいと考えております。」と答えました。 

出初式の後、市内を行進する消防団・八職工組合 

井之川博幸市議 

保育園の園児たち 

 市内のため池の耐震性点検・調査計画事業が進められ、昨年度一斉

点検で１７か所を行い、警戒箇所が４か所設定され、耐震性点検と調

査計画業務を専門業者に委託します。 

 市子ども課は、子ども・子育て新制度に伴う「沼田市子ども・子育

て支援事業計画」（平成２７～３１年度）策定について、素案を公開

し、１月１９日から２月１８日までに市民意見の募集（パブリックコ

メント）を実施します。 

市高齢福祉課は、来年度から３か年計画になる「沼田市介護保険計

画」について、２月上旬から素案を公開し、パブリックコメントにか

ける予定です。 

 


